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〔目的〕九州大学病院小児歯科は1979年4月に開設以来30年間、主に新生児から青年を対象に口腔

疾患の治療と予防に努めてきた。近年の少子化の加速や小児を取り巻く環境の多様化に対し、小児歯

科医療への要望も著しく変化していると思われる。この度、1998年4月から2008年3月までの10

年間に来院した4576名の初診患者の実態を調査し、過去に（1979年4月から1993年3月）当科に

て実施した同様の調査との比較検討を行った。

〔調査対象ならびに方法〕調査対象は1998年4月から2008年3月までの過去10年間に本院小児歯

科外来を受診した初診患者男児2407名、女児2169名の計4576名である。調査項目は、性別、年齢、

居住地域、主訴、紹介の有無、全身疾患や発達障害の有無、当科受診前の歯科受診経験の有無とし、

診療録および問診票を用いた。

〔結果および考察〕10年間の初診患者総数は4576名で、前回調査の1979年から1988年の10年間

（4479名）と比較して変化を認めなかった。初診時年齢は1歳が最も多く全体の10．4％を占めており、

前回調査と比較すると低年齢化してきていた。主訴の内訳からも前回の調査と比較すると小児の口腔

を取り巻く環境の変化がうかがえた。我々はその変化している患者の要望に応え、より的確な対応に

努めていく必要があると認識した。
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